



















































































3.　結 果 と 考 察
3.1　施設属性と被害状況ついて
回答施設は，岩手県が 34.5%と 3分の 1以上，宮城県が 28.2%と約 3割，福島県が 37.3%と
約 4割を占めた。都道府県に大きな偏りはみられなかった。施設種別は，介護老人福祉施設が




























ライフラインの復旧状況については，図 1に示している。図 1では，震災後 3か月間の経過を
示している。


























N 19  9 20  48
割合 39.6% 18.8% 41.7% 100%
介護老人保健施設
度数 6 10 15  31
割合 19.4% 32.3% 48.4% 100%
障がい者支援施設
N 11  6 12  29
割合 37.9% 20.7% 41.4% 100%
全　体
N 36 25 47 108



























































































設は 24施設，介護老人保健施設は 8施設，障がい者支援施設は 21施設であった。そのうち，自












N 15 40  55
割合 27.3% 72.7% 100%
なかった
N 54  1  55
割合 98.2%  1.8% 100%
全　　　体
N 69 41 110





























介護老人 N 9 39 48
福祉施設 割合 18.8% 81.3% 100%
介護老人 N 13 18 31
保健施設 割合 41.9% 58.1% 100%
障がい者 N 16 13 29
支援施設 割合 55.2% 44.8% 100%
全　　　体
N 38 70 108


































施設以外の近隣の避難所の要援護者 10  9.1%
未実施 40 36.4%
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